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市民協働「熊谷の力」事業 募集要項

概要

市民活動団体と市が協働で事業を実施して、新たな発想や手法によって、まち（地域）

の課題を解決していきます。

市民協働「熊谷の力」事業は、市民活動団体が市の考えるテーマに対して事業提案を

行うものと、同団体が市へ自由なテーマで事業提案を行う 2通りの方法で協働事業の候
補を募集します。

市のテーマ又は自由テーマの提案は、書類審査・公開プレゼンテーションを経て、市

民協働「熊谷の力」候補事業として採択し、予算化できた事業を協定書等に基づき実施

します。

なお、市民協働「熊谷の力」○○事業という名称については、実施年度に入ってから

使用できます。

応募できる団体

協働事業に提案できる団体は、次の項目に該当する市民活動団体とします。

（１）熊谷市内に事務所及び活動場所があること。

（２）地域や社会の課題解決に向けた事業など、公益性のある活動を行っていること。

（３）5人以上の会員で組織していること。
（４）組織の運営に関する規則（規約、会則等）があること。

（５）予算・決算を適正に行っていること。

（６）原則として、1年以上継続して活動していること。
＊上記項目に該当し、市と協働して事業を遂行できると認められる場合は、学校法人、

農業協同組合等も応募可能団体とします。

応募対象となる事業

① 市提案事業

市が協働したいと考えるテーマ（7ページ、8ページ）について、事業提案をしてく
ださい。

② 市民提案事業

市民活動団体が市と協働で実施したいテーマで、自由に事業提案をしてください。

提案対象となる事業の条件

（１）公益的で、地域課題や社会的課題の解決につながる事業

（２）具体的な効果や成果が期待でき、新しい視点からの取り組みである事業

（３）役割分担が明確で、協働して実施することで相乗効果や住民自治力が高まる事業

（４）提案する団体が実施することが可能な事業

（５）その他協働事業提案制度実施要綱による事業
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提案できない事業

（１）政治、宗教活動又は営利を目的とする事業

（２）特定の個人や団体のみが利益を受ける事業

（３）一過性のイベント事業

（４）既存の事業で対応できる事業

（５）その他協働事業提案制度実施要綱により対象外とする事業

審査・選考方法

熊谷市市民活動推進庁内会議で審査、選考します。

（１）第 1次選考（非公開書類審査・選考）
提案されたすべての事業について、提出書類による審査、選考を行います。

（２）第２次選考（公開プレゼンテーション）

第 1次選考を通過した事業について、公開プレゼンテーションを行い、審査・選考し、
実施する事業の候補を決定します。

審査基準

（１）第 1次選考

※審査項目（１項目 5点満点）合計３０点で採点し、６項目全てについて、３点以上
の評点を基準に選考します。

審査項目 評価のポイント

１ 公益性(社会貢献性)
◆不特定多数の人々の利益につながり、多くの市民又は地

域社会に広く貢献する事業か。

２ 協働性

◆課題解決のために協働という手法が必要な事業か。

◆提案団体と市とが協働することにより、相乗効果や住民

自治力が高まる事業か。

◆提案団体と市との役割分担が明確かつ妥当な事業か。

３ 先進性
◆新しい視点・発想等、工夫やアイデアがあり、先進性が

ある事業か。

４ 成果度

◆市民の満足度が高まり、具体的な効果、成果(質の高いサー

ビスや多様なサービスを受けることができることなど)が期待できる

事業か。

５ 計画の実現性

◆計画どおり実施が可能な事業か(地域住民等の理解を得られて

いるか、法的な問題等により実現が困難となっていないかなど)。

◆適正に企画されている事業か(必要な連携が図られているかな

ど)。

◆経費等の予算見積りは適切か。

６ 組織体制

◆提案団体は、当該事業を実施するための専門的な知識や

活動実績を有するなど、提案事業を実現できる組織体制を

確立しているか。
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（２）第 2次選考
（１）と同様に採点し、プレゼンテーションにより総合的に勘案し審査します。

事業経費の負担

事業経費が必要な提案の場合、市と提案団体との負担については次のようになります。

（１）委託事業として提案の場合は、市が全額負担とします。

＊ただし、事業実施による収入見込額がある場合は、事業経費から事業実施

による収入見込額を差し引いた後の額となります。

◎委託事業となり得る事業は、事業実施方針が市の計画等により決定されてお

り、本来的に熊谷市が市の事業経費負担で実施しなければならない事業です。

なお、事業内容は市の既存事業と重複しないようにしてください。

（２）補助事業として提案の場合

① 市提案事業

市提案事業の概要書に記載した予定補助率を基準に、市が提案団体に補助します。

＊ただし、事業実施による収入見込額がある場合は、事業経費から事業実施

による収入見込額を差し引いた後の額に予定補助率を適用します。

② 市民提案事業

事業経費から事業実施による収入見込額を差し引いた後の額の５分の４を予定補

助率として、市が提案団体に補助します。

＊①②とも、提案時の予定補助率がそのまま事業化になった際の補助率になるとは限

りません。協働事業化に向けたパートナー同士（市民団体と市担当課）の協議の中

から、適正な補助率を決めていきます。

＊なお、市民提案事業は、委託事業、補助事業とも、市が負担する限度額は１事業

300 万円を上限とします。

事業実施による収入見込額

参加費の徴収、印刷物等の物品販売、広告掲載など、事業実施による収入の見込額

がある場合は、収支計画に明記してください。委託額又は補助額は、事業経費から事

業実施による収入見込額を差し引いて計算されます。

（事業経費の負担について）

事業経費は協働事業を実施するに当たり直接必要となる経費です。

委託事業・補助事業の区分は、明確にしてください。

補助事業の場合、予定補助率は上記のとおりですが、提案団体と関係課との協議の

過程の中で、予定補助率の補助が真に必要かどうか(妥当性)など、事業内容と補助率

を十分検討してください。

なお、事業実施の際は、市と提案団体で協定書を締結するほか、委託事業の場合は、

事業ごとに業務委託契約を締結し、補助事業の場合は、「熊谷市補助金等の交付手続等

に関する規則」及び事業ごとに定める「補助金交付要綱」に基づき、補助金交付決定、

補助金額の確定等の手続を行います。
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＊収支計画記入欄は、別紙様式２にあります。

収支計画を立てる時の考え方は、Ｑ＆Ａの１９を参照ください。

平成２９年度募集（平成３０年度実施） 事業スケジュール

事業期間

協働事業提案制度の事業は単年度とします。平成３０年４月１日から平成３１年３

月末日までに完了する事業です。なお、できるだけ年度末の３月中に事業報告書が作

成できるようなスケジュールにしてください。

提出書類

別冊「協働事業提案 応募書類 兼 チェックシート」にあります。市のホームペ

ージからもダウンロードできます。

情報公開

選考結果は、市ホームページで公開します。

項目 日程等（予定）

説明会の開催 ５月３０日（火）16：00～17：00、19：00～20：00

（提案内容の協議調整）
（応募前に必ず、提案団体と関係課で提案内容を協議
調整してください。）

募集期間 ６月１日（木）～７月１４日（金）

第１次選考（書類選考） ８月１７日（木）

選考結果の通知 ９月初旬

第２次選考
（公開プレゼンテーション）

９月２９日（金）13：30～江南公民館会議室Ａ・Ｂ

同日：公開プレゼンテーション終了後に審査選考

選考結果の通知 １０月中旬

予算編成 １１月

協定書等の内容協議 平成３０年２月～３月：協定書内容等の協議

協定書等の締結・事業実施
（平成３０年度）
平成３０年４月～ 協定書等締結・事業実施

事業報告等 平成３１年３月：事業報告・評価
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留意事項

① 提案について、書類に虚偽の記載が発見された場合には、事業実施決定後であっ

ても、決定の取消しを行うことがあります。

② 個人情報の保護等の守らなくてはならない事項は協定書等で明記していきます。

市提案事業

№ 市民協働「熊谷の力」事業名 提案課

１ 地区防災計画策定事業 危機管理室

２ 心のバリアフリー講師派遣事業 都市計画課
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市民活動団体に対する募集・提案の概要書

№１

１ 担当課名・電話 危機管理室 ０４８－５２４－１１１１ 内線３３３

２ 事業名 地区防災計画策定事業

３ 事業の目的

地域の自発的な防災活動や検討を通して、地域特性を踏まえた

「地区防災計画」を策定することで、自助・共助による地域防災

力を高め、安心・安全な地域づくりを進める。

（先導的な取組を支援し、策定ノウハウを蓄積するもの）

４ 事業の内容

事業主体 : 自主防災組織を中心とする住民組織
l 地区防災計画の対象エリアは「小学校区」とする。

l 地区のリスク（災害想定、少子高齢化）、資源（商店・企業）

を測定・把握するとともに市内防災士等の助言を加え、地域

の実情に合わせた「顔の見える」地区防災計画を策定する。

l 地域コミュニティの維持・活性化を図る横断的活動との調整

を図る。

l 策定した地区防災計画を周知し、定期的に更新される仕組み

を組み込むものとする。

l 検討経過を記録し、策定ノウハウを抽出、蓄積する。

５ 事業の期間 平成３０年 ４月 １日から平成３１年 ３月１５日

６ 想定する役割分担

市民活動団体の役割

l 地区のリスク・資源の測定、把握

l 地区防災計画の取りまとめ、製本

l 地区防災計画の周知、更新

l 策定経過とノウハウの抽出

市の役割

l 地区地図、基本統計データ等の提供

l 学識経験者、防災士等のアドバイザー紹介（検討中）

l 策定経過とノウハウの周知

７ 事業に要する経費

（予定補助率）

事業区分（委託・補助）

５００，０００円以内

（補助率４/５で、上限４０万円）

８ 協働事業者の条件 定期的に避難訓練等を行っている自主防災組織

９ 特記事項 複数地区からのエントリーも可とする。
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№２

１ 担当課名・電話 都市整備部都市計画課 ０４９３－３９－４８１４

２ 事業名 心のバリアフリー講師派遣事業

３ 事業の目的
心のバリアフリーの啓発のため、講師を養成及び派遣する体制を

確立し、市内小中学校等で講義を実施する。

４ 事業の内容

市内小中学校等で心のバリアフリーに関する講義を行う。講師

は障がい当事者等とし、運営団体が募集する。審査を経た上で講

師として登録し、授業カリキュラムの企画、教材等の検討、およ

び講師の育成を行う。

同時に、市内小中学校に講師派遣の意向調査を行い、希望校に

て講義を行う。

５ 事業の期間 平成３０年４月２０日から平成３１年３月３１日

６ 想定する役割分担

市民活動団体の役割

講師の募集、カリキュラムの検討、教材の作成、講義の実施、

希望校の意向調査、運営全般

市の役割

運営全般に関する助言、募集広報等の協力、機材等の運搬等講

義実施にあたっての補助

７ 事業に要する経費

（予定補助率）

事業区分（委託・補助）

１，０６４，０００円 以内

８ 協働事業者の条件 心のバリアフリーについて理解し、普及啓発に意欲のある者。

９ 特記事項
本事業の実施にあたっては、都市計画課で実施している出前講座

「心のバリアフリー教室」との調整を要します。
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Ｑ＆Ａ

応募できる団体

Ｑ１ 応募資格の市民活動団体とは？

Ａ１ この制度では、特定非営利活動法人、ボランティア団体など法人格を有しない非

営利活動を行う市民団体や地域の様々な団体及び小学校区連絡会のことです。

Ｑ２ ＮＰＯ法人の設立申請中でも応募できるか。

Ａ２ 法人格の有無は問いません。申請中であれば任意の市民活動団体として応募資格を

判断します。

Ｑ３ 会員以外のメンバーが実施体制に含まれていてもよいか。他のＮＰＯ、大学、企業

との連携・協力は可能か。

Ａ３ 可能です。企画書に他の団体との協力体制を明記してください。

Ｑ４ 他の市町村でも活動しているが、応募できるか。

Ａ４ 主な活動拠点が市内にあり、事務所又は事務所に準じる連絡先の所在地が市内であ

れば申請できます。

応募対象となる事業

Ｑ５ 複数の団体で提案してもよいか。

Ａ５ 可能です。ただし、提案する団体間で責任の所在等を明らかにした協定書等を作成

し、企画書と一緒に提出してください。

Ｑ６「市民提案事業」とはどのような意味か。

Ａ６ 地域社会が抱える課題（地域課題）の解決に向けて、住民が自主的・主体的に実施

する公益性の高い活動で、住民と行政が協働して取り組むことで、より効果がある事業

のうち、市が市民活動団体から事業実施の提案を受ける事業をいいます。

Ｑ７ 「地域課題」とはどのような意味か。

Ａ７ 地域社会が抱える一定の共通性を持った問題やテーマであって、特定の個人やグル

ープの要望ではなく、公益性のあるものをいいます。

Ｑ８ 現在、団体で取り組んでいる事業は提案できるのか。

Ａ８ 現在、団体で取り組んでいる事業に新たなテーマ若しくは新たな取組が加わった市

提案事業又は市民提案事業であれば応募できます。なお、市から他の助成を受けて取り

組んでいる事業は、原則として対象となりません。

Ｑ９ 市提案事業、市民提案事業に複数の提案は可能か？

Ａ９ 複数の提案はできません。1団体 1事業の応募とします。
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提案対象となる事業の条件

Ｑ１０ 相乗効果、住民自治力とは？

Ａ１０ 相乗効果：市民活動団体と市が相互補完することにより、個々に活動する場合

に比べて、より大きな結果や成果が得られること。

住民自治力：住民自らが、主体的かつ継続的、そして自己の責任の下で地域の課題

に取り組む意思を持ち、地域の課題を解決する力をいいます。

審査・選考方法

Ｑ１１ 事業の選考方法について

Ａ１１ 事業の選考は、提出された書類を用い、書類選考（第 1次選考）で公開プレゼン
テーション団体を決定し、その後公開プレゼンテーション（第 2次選考）を経て、協働
事業候補となります。候補事業は庁内審査及び予算化を経て協働事業になります。

Ｑ１２ 審査について

Ａ１２ 第 1次選考は、熊谷市市民活動推進庁内会議で審査します。委員は、市民部長が
委員長で関係課長 17名が委員です。この庁内会議の審査結果を市長へ提言します。

第 2次選考は、市長、副市長、熊谷市市民活動推進庁内会議の 20名で審査します。そ
の後、庁内会議を経て市長へ提言します。

Ｑ１３ 審査基準が６項目ありますが、どのような考えでつくられていますか。

Ａ１３ 協働事業提案制度は、市民活動団体と市が協働して公共的課題の解決に当たるた

めに事業提案を受け実施を遂行するものです。

具体的に協働事業を進める上で、市民共有の財産である公金の支出や公の財産の使用

が考えられます。そのため、次の 3つの要件を基本に適正さを担保し、審査基準を設定
しています。

１ 社会的公共性があること。

２ 公費濫用を防止すること。

３ 情報公開をすること。

応募方法等

Ｑ１４ 応募はどのようにするのか？

Ａ１４ 6月 1日（木）から 7月 14日（金）の間で、応募書類に記載して市民活動推進課
に提出してください。

なお、提案内容に対応する担当課との協議は、応募書類提出前に必ず行ってください。

Ｑ１５ 公開プレゼンテーションとはどのようなものか

Ａ１５ 傍聴者が会する公開の場で、第 1次選考を通過した団体が提案事業の内容をそれ
ぞれの手法で説明をしていただき、市長、副市長、熊谷市市民活動推進庁内会議委員の

質疑を受けていただくものです。

事業期間

Ｑ１６ 事業実施について

Ａ１６ 事業実施の対象となった団体と市が取り交わす協定書等に基づき事業を行います。
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費用負担については協定により委託、補助、負担金等が想定されます。その場合それぞ

れの規則等に従って適正な支出が求められます。

委託は、行政が行う事業を団体との契約により、団体が実施するものです。経費は委

託する事業を実施する費用であり、団体の活動を補助・助成するものではありません。

補助、負担金等は、公益上必要がある場合に、市民活動団体と市の共通の目的を達成

するために交付するものです。

Ｑ１７ 団体に対する活動支援は別に制度があるのか

Ａ１７ 市民公益活動支援制度「はじめの一歩助成金」があります。

Ｑ１８ 翌年度（平成 31年 4月以降）も継続して行う事業は応募できるか

Ａ１８ 平成 31年 3月末までに完了する事業です。
翌年度以降も事業を継続する場合は、実施事業を検証し、事業内容、成果、費用等を

総合的に考え、必要があれば支援することになります。

支出経費
Ｑ１９ 事業費の負担（収支計画を立てる時の考え方）について

Ａ１９ 提案事業は、提案する内容で、委託事業とするか補助事業とするか、内容を検

討してください。

収支計画の立て方は、先ず概算見積額を事業費とします。その事業費に対して市の

負担見込み、提案団体の負担見込み、事業収入見込みを収入とします。支出は概算見

積額となります。

補助対象経費は、協働事業の実施に直接必要となる経費です。

担当課と十分な協議を行ってください。

なお、補助金の額の決定は、「熊谷市補助金等の交付手続等に関する規則」のほか、

事業ごとの補助要綱に基づき決定されます。

Ｑ２０ 事務経費の計上について

Ａ２０ 計上できる事務費用は、提案する事業を実施するのに必要な事務経費（通信費等、

人件費含む。）です。団体の経常経費に該当する事務所の光熱費、家賃等は含まれません。

Ｑ２１ 協働事業遂行のための団体スタッフ人件費（時給）は、どの程度計上できるか。

Ａ２１ 報酬は計上できませんが、事業に必要な人件費であれば計上できます。法人の場

合は支給規程を添付してください。任意団体の場合もできるだけ規程等を定めておくと

よいでしょう。
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様式第１号（第６条関係）

協働事業に関する提案書

平成 年 月 日

熊谷市長 あて

所在地

提案者 団体名

代表者 職 氏名 印

次のとおり、協働事業に関して提案します。

１ 提案する協働事業 市提案事業 市民提案事業

２ タイトル

３ 事業期間 平成 年 月 日から平成 年 月 日

（単年度とする）

４ 事業予算
円

５ 提案概要

（事業内容を 100 字以
内でご記入ください。こ

の内容はホームページ

公表対象です。）

６ 添付書類

□企画書（別紙様式１） □見積書（別紙様式２）

□団体概要書（別紙様式３）

□定款または規約 □役員名簿（任意団体の場合）

記入の仕方

団体代表者印が無い場合

は、代表者個人印

提出日を記入

どちらかを○で囲む。

市民協働「熊谷の力」○○○○○○○○○○○○○事業

（○の箇所は必ず１３文字 以内でお願いします。）

この文面だけで取り組む内容が分かる

よう、ポイントを分かりやすく、簡潔に

ご記入ください。

箇条書きなど、読みやすいように工夫

してください。



13

別紙様式１

企画書（ 市提案事業 市民提案事業 ）

団体名

１ 提案する協働事業

のタイトル

２ 事業の目的

３ 事業の詳細（300字
程度でご記入くださ

い。）

「事業を始めるに当たっての現状・問題点」から「どのような成果を求めよ

うとするのか」まで、事業計画案を記入

４ 実施体制

５ 役割分担

（提案団体の役割）

（市の役割）

６ 概算見積額 円 （見積書は別紙様式２）

７ 相乗効果（協働の目

標）

８ 特にアピールした

いこと（専門性、独自

性、先駆性、実績など）

提案事業を行う人的体制や組織体制を記入

提案事業の実施に当たり、提案団体が担

う役割を記入してください。

課題解決のために、なぜ市との協働が必要なのか、また

提案事業を行うことで、市民活動団体と市が個々に活動

する場合に比べて、より大きな結果や効果が得られるか

を記入

提案書(様式第１号)の「タイトル」と同じに記入

会場確保、広報、委託料又は補助金の支給等、市

に期待する役割分担を記入してください。(提案の提

出まで話し合ってきた市の担当課名も必ず記入)

どちらの提案か○で囲む。

課題解決のために、いつごろ、どのような方法で、何

をするのかが分かるように、具体的にご記入ください。

常識的な字の大きさで枠内におさまるように、また箇

条書きなど読みやすいように工夫してください。

（別紙などの添付はできません。）
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別紙様式２

見 積 書

住 所

見積者 団体名

氏 名

収支計画

（収入の部）

（支出の部）

提案事業タイトル

項 目 事業経費

計 ○Ａ

区 分 収入予定額 説 明

１ 市負担金

２ 団体負担金

３ 事業収入

（参加費、物品販売、広告料等）

合計 （○Ａの額）

区 分 支出予定額 説 明

１ 事業経費

合計 （○Ａの額）

協働事業を行う上で必要となる

経費を記入。＊経費が掛からない

場合は０円で提出してください。

委託料で提案の場合は、(○Ａ－事業収入）

補助金で提案の場合は、(○Ａ－事業収入）×補助率

委託料で提案なのか、

補助金で提案なのかを

明記してください。

項目は経費の内容がわかるように、できるだけ細かく単価や数量を記入して

ください。

（例）○○購入費（物品・資材等の具体名や単価・数量等の内訳を明記）、

印刷費(印刷物名称、枚数、大きさ、資質、○色刷り等を明記)、

旅費・交通費（単価×人数×日数）、

その他(内容が分かるように具体的に記載)

＊必要最低限の経費を計上してください。

＊消費税が必要な経費については、消費税を含む旨を必ず明記の上、消費税

を含めて計上してください。

(○Ａ－事業収入）－ (市負担金)
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別紙様式３

団体概要書（平成２９年度）

ふりがな

団体の名称

団体の所在地

・連絡先

（団体所在地・連絡先）

代表者氏名

担当者連絡先等

（＊非公開情報）

氏名

住所

電話 ＦＡＸ

Eメール
設立と目的 設立 年 月 日

活動分野
1 保健、医療又は福祉の増進を図る活動

2 社会教育の推進を図る活動

3 まちづくりの推進を図る活動

4 観光の振興を図る活動

5 農山漁村又は中山間地域の振興を図る

活動

6 学術、文化、芸術又はスポーツの振興を

図る活動

7 環境の保全を図る活動

8 災害救援活動

9 地域安全活動

10 人権の擁護又は平和の推進を図る活動

11 国際協力の活動

12 男女共同参画社会の形成の促進を図る活動

13 子どもの健全育成を図る活動

14 情報化社会の発展を図る活動

15 科学技術の振興を図る活動

16 経済活動の活性化を図る活動

17 職業能力の開発又は雇用機会の拡充を支援

する活動

18 消費者の保護を図る活動

19 前各号に掲げる活動を行う団体の運営又は活動に

関する連絡、助言又は援助の活動

20 前各号に掲げる活動に準ずる活動として都

道府県又は指定都市の条例で定める活動

主な活動拠点と地域

活動実績・今後の活動予定

会 員 数 個人会員 名 ・ 団体会員 名

会費等（財政規模）

（前年度決算）

〔収入〕

会費収入 円

寄付収入 円

事業収入 円

その他の収入 円

計 円

〔支出〕

事業費 円

管理運営費 円

その他の支出 円

計 円

他団体（市を含む）からの

資金助成等の実績

〔例〕○○年度 ○○財団（市） （○○事業） ○○円

ホームページ URL

主な活動実績等を簡潔に記入してください。

任意団体としての活動歴がある法人は、

「平成○○年○月○日法人設立（平成○

○年○月○日、任意団体として活動開

始）」と記入してください。

任意団体は、実際に活動を開始した年

月日で記入してください。

目的は簡潔に。

代表者の場合は、

同上と記入

該当する項目に○を

つけてください。

複数でも可。
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協働評価シート（協議段階）

提案団体 提案事業名

自己チェック項目と自己評価〈提案団体と市担当課で確認し合いましょう。〉

４：「はい」

３：「どちらかといえばはい」

２：「どちらかといえばいいえ」

１：「いいえ」

チェック

№
自己チェック項目 チェック

出来たか？度

自己評価

0 お互いの特性、立場、状況を確認した ４ ３ ２ １

1 提案テーマの目的(目標)を共有した ４ ３ ２ １

2 協働する目的を共有した ４ ３ ２ １

3 現状・解決すべき課題を共有した ４ ３ ２ １

4 役割分担を明確にした ４ ３ ２ １

5 事業の直接効果と間接効果を共有した ４ ３ ２ １

6 コストを協議した ４ ３ ２ １

7 コストの支払方法を協議した ４ ３ ２ １

8 トラブルの対処、役割を協議した ４ ３ ２ １

9 未解決事項の先送りはない ４ ３ ２ １

10 工夫をした ４ ３ ２ １

自己評価合計

自己評価平均

出来たか？度

に○をつけて

チェック
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協働評価シート（協議段階）

提案団体 提案事業名

企

画

書

に

反

映

す

る

内

容

チェック項目 企画書（別紙様式１）

記入項目

チェック№１，２ 「提案テーマと、協働目的はど

のようなことか。」

⇒

１ 提案する協働事業

のタイトル

２ 事業の目的

チェック№３ 「現状、解決すべき課題はどのよう

なことか。」

⇒ ３ 事業の詳細

チェック№４ 「どのような役割分担にしたか。」

⇒
４ 実施体制

５ 役割分担

チェック№５ 「事業の直接効果と間接効果は何

か。」

⇒ ７ 相乗効果

チェック№１0 「協議段階で工夫した点、特筆す

る点は何か。」

⇒
８ 特にアピールした

いこと

左記、チェック項

目の内容とあっ

ていますか？


